
ＭＯＸ燃料調達に関する進捗状況について 平成２２年５月１４日

・高浜発電所３、４号機で使用するウラン・プルトニウム混合酸化物

燃料（ＭＯＸ燃料）については、平成２２年４月９日（日本時間。グリ

ニッジ標準時で４月８日）にＭＯＸ燃料輸送船が日本へ向けて仏国

を出発しました。

・日本到着のおおよその時期は６月後半です。

・ＭＯＸ燃料装荷については、今年１０月より定期検査に入る計画の

３号機からとなる見込みです。４号機については、３号機に引き続

き、平成２３年度の定期検査で装荷となる見込みです。

（※１）･･･Ｈ16年5月から6月にかけて実施した監査結果を確認するための再度の監査
（※２）･･･ペレット、燃料棒および燃料集合体製造に関して、安定した品質の製品が製造

出来ることを確認した後、順次本格製造へ移行
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ＭＯＸ燃料調達の進捗状況ＭＯＸ燃料調達の進捗状況

・高浜発電所３、４号機で使用するＭＯＸ燃料について、平成２０年

１１月２１日に加工契約を行った３２体と、第１回製造分（１６体：

平成２１年８月１９日に１２体に変更）のうち、別途製造することと

していた４体の合計３６体の製造を平成２２年４月６日に開始しま

した。

・今回製造する３６体については、第１回製造分と同様、原子燃料

工業株式会社を元請会社とし、仏国メロックス工場において製造

を行っています。ＭＯＸ燃料の調達プロセスについては、第１回製

造時の実績などを踏まえて見直しました。
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メロックス工場におけるＭＯＸ燃料製造の主な流れ

（注）：燃料被覆管、上部ノズル、下部ノズル等の部品については原子燃料工業より供給
（※）：スケルトンとは、９つの支持格子を計装用案内管で結合した集合体骨格
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・検 査 ：立会検査、記録確認を実施し、品質
が適切に確保されていることを確認。

・工程監査：適切な手順書に従って製造が実施さ
れていること、管理値が遵守されてい
ること、品質記録が適切に作成されて
いること等を確認。

・巡 視 ：日常的に現場を観察し、問題なく製造
が行われていることを確認。

※ 製造期間中、当社社員、元請会社である原子燃料

工業の社員がメロックス工場に駐在

製造中の関西電力の品質保証活動製造中の関西電力の品質保証活動
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製造開始
H22年4月6日

・・・原子力安全・保安院による法的な規制事項
・・・それまでの業務プロセスの実施結果に問題がない

ことを、社長が確認した上で実施する業務プロセス

（※３）･･･全ての燃料が完成した後、輸入燃料体検査補正申請を行う
（※４）･･･陸上輸送は補正申請とは関係なく、完成した燃料から輸送を行うことがある
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・H21年11月、陸上輸送容器から木くず等を確認
・当該容器から抜き取ったＭＯＸ燃料は外観確認
により健全性確認

・その後、原因究明、再発防止対策を取りまとめ公表
・再発防止対策を確実に実施し、再発防止を図る

○第１回製造分

○第２回製造分
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１回目において確認済み

１回目の製造経験に基づき
「初期製造」を行わない

完成した燃
料から都度
陸上輸送が
できるよう
に変更
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電気事業法により、
初回のみ認可を受ければよい


